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年 6月から 2008年 11月までの山崎断層周辺の震央分布を示す。山崎断層帯では、北西部の
活動が少なく南東部ではやや活発に地震が発生している(澁谷他、2008)が同図からもこの傾
向が見受けられる。また、同図では 1976年 6月から 2007年 11月までの震央データは東西、
南北、深さ方向のレゾリューションが 0.5以上で、東西および南北の誤差が 1km以下かつ深
























 発震機構の分類は片尾他(1997)の定義に従い、P軸の plungeが 60°以上のものを正断層型、




 範囲             ： 緯度：34.7°～35.3°  経度：133.9°～135.1° 
 読み取り           ： 1662   イベント 
 M1.5以上のメカニズム解    ：  160   イベント    (山崎断層帯のみ：99) 
 正断層            ：    0   イベント 
 逆断層            ：   13   イベント    (山崎断層帯のみ： 6) 
 横ずれ            ：  102   イベント    (山崎断層帯のみ：70) 
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 山崎断層帯では図 2 の (γ)の深さ 11～14km でのみ、逆断層型の地震（Mj1.6～Mj2.5）が
発生していた。この地域の発震機構の分布を図 4に示し、図 3と同様に逆断層型のみのメカ
ニズム解のローズダイアグラムを図 5に示す。逆断層型のサンプル数が少ないのは否めない
が、図 5より P軸の azimuthが東-西方向あるいは東北東-西南西方向を向いている。 
 また、発震機構の深さ分布を図 6に示す。図 6-(1)は図 2の(α)に、図 6-(1)の(β)と図 6-(2) 









(1)azimuth                  (2)plunge 











図 4 逆断層の発信機構(下半球投影)：図 2の(γ) 
(1)azimuth                  (2)plunge 
 















図 6 発震機構の震度分布 
表 1 地域①～⑪での発震機構 
断層型/地域 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 
横ずれ断層型 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
正断層型            
逆断層型      ○ ○ ○    






 第１節で区分した①～⑪地域に分布する断層型を表 1にまとめる。 
・ 前述の通り正断層型は存在しない。 
・ 第 4節のとおり⑥⑦⑧の地域のみに逆断層が存在している。 
・ ⑪は 5 年間隔で地震活動が活発な時期を繰り返しているが、今回発震機構を求めた 2 年
間はその活動期ではなく、発震機構を求めることの出来た地震はなかった。 
・ ⑥の地域は横ずれ断層型、逆断層型、その他の断層型が存在している。この地域は暮坂
峠断層付近に位置しているが、安富断層と琵琶甲断層に隣接しているため、地形的に複
雑になっていることが影響している可能性がある。 
・ ⑤の地域の発震機構は安富断層の北側に存在している。そのため⑥の地域とは違い横ず
れ断層型のみが存在している。 
・ ④の地域は安冨断層の中部の断層上に位置し、横ずれ断層のみが存在している。 
・ ①②③⑨⑩の地域は、横ずれ断層型が大半であり、その他の断層型も少数派ではあるが
存在している。 
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